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細
菌
と
ウ
イ
ル
ス
の
相
違

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
す
る
疫
病

は
中
国
で
最
初
の
患
者
が
発
生
し
て
か
ら
四
ヶ

月
後
の
今
年
三
月
に
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
に
よ
り
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）

と
宣
言
さ
れ
、
こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
段

階
で
は
終
息
の
気
配
は
な
い
。
疫
病
を
紹
介
す

る
の
は
連
載
の
意
図
と
は
合
致
し
な
い
が
、
こ

の
厄
介
な
病
気
と
人
間
の
長
年
の
苦
闘
の
歴
史

を
紹
介
し
、
か
つ
人
類
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

意
味
が
あ
る
か
を
検
討
し
た
い
。

疫
病
は
細
菌
か
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
伝
染
す
る

が
、
共
通
す
る
特
徴
は
極
微
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
細
菌
の
規
模
は
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
約
一

〇
〇
〇
分
の
一
で
あ
る
が
、
ウ
イ
ル
ス
は
さ
ら

に
一
〇
〇
分
の
一
と
い
う
極
微
で
あ
る
。
簡
単

な
区
別
は
、
細
菌
は
光
学
顕
微
鏡
で
観
察
で
き

る
が
、
ウ
イ
ル
ス
は
電
子
顕
微
鏡
を
使
用
し
な

い
と
観
察
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
両

者
は
生
物
で
あ
る
か
生
物
で
は
な
い
か
と
い
う

重
要
な
相
違
が
あ
る
。

一
般
に
生
物
は
三
点
の
特
徴
に
よ
っ
て
定
義

さ
れ
る
。
第
一
は
自
分
だ
け
で
増
殖
す
る
能
力

が
あ
る
か
、
第
二
は
生
存
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
外
部
か
ら
自
身
で
入
手
で
き
る
か
、
第
三

は
自
身
と
外
界
と
が
明
確
に
隔
離
さ
れ
て
い
る

か
で
あ
る
。
こ
の
定
義
で
は
、
細
菌
は
生
物
で

あ
る
が
、
ウ
イ
ル
ス
は
第
一
の
能
力
が
欠
如
し

て
い
る
。
そ
こ
で
宿
主
と
い
わ
れ
る
人
間
を
は

じ
め
様
々
な
植
物
や
動
物
の
細
胞
の
内
部
に
寄

生
し
て
増
殖
す
る
。

細
菌
も
ウ
イ
ル
ス
も
地
球
に
生
物
が
誕
生
し

た
時
期
か
ら
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
れ
ら

が
自
身
以
外
の
生
物
の
生
存
を
阻
害
す
る
の
が

疫
病
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
人
類
が
数
百
万
年

前
に
登
場
す
る
以
前
か
ら
、
疫
病
は
動
物
に
蔓

延
し
て
い
る
が
、
人
類
が
登
場
し
て
か
ら
は
人

間
に
も
伝
染
し
て
い
る
。
実
際
、
二
〇
一
八
年

に
、
七
千
年
前
に
現
在
の
ド
イ
ツ
の
一
帯
に
生

活
し
て
い
た
農
耕
民
族
の
遺
骨
か
ら
Ｂ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

繰
返
し
発
生
し
て
き
た
疫
病

疫
病
は
人
類
の
歴
史
に
頻
繁
に
出
現
し
一
部

は
記
録
さ
れ
て
い
る
。『
旧
約
聖
書
』「
出
エ
ジ

プ
ト
記
」
に
は
神
意
に
よ
り
エ
ジ
プ
ト
の
家
畜

が
疫
病
で
全
滅
す
る
記
述
が
あ
る
。
古
代
ギ
リ

シ
ャ
の
詩
人
ホ
メ
ロ
ス
の
『
イ
リ
ア
ス
』
は
紀

元
前
十
三
世
紀
頃
の
ギ
リ
シ
ャ
と
ト
ロ
イ
ア
の

戦
争
の
物
語
で
、
冒
頭
に
ギ
リ
シ
ャ
の
大
将
ア

ガ
メ
ム
ノ
ン
が
ト
ロ
イ
ア
の
巫
女
を
愛
人
に
し

誰かに教えたくなる
科学技術の話　30
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た
こ
と
に
激
怒
し
た
神
様
が
ギ
リ
シ
ャ
の
軍
隊

に
疫
病
を
流
行
さ
せ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

上
記
が
史
実
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
紀

元
前
五
世
紀
に
ア
テ
ナ
イ
と
ス
パ
ル
タ
が
実
際

に
三
十
年
近
く
戦
闘
を
し
た
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦

争
の
様
子
を
当
時
の
史
家
ツ
キ
ジ
デ
ス
が
記
録

し
た
『
戦
史
』
に
は
、
一
帯
に
流
行
し
て
い
た

疫
病
が
籠
城
し
て
い
た
ア
テ
ナ
イ
市
内
で
も
流

行
し
、
市
民
の
二
割
が
死
亡
し
た
と
記
述
さ
れ

て
い
る
。
罹
患
し
て
回
復
し
た
人
間
が
再
度
罹

患
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
免
疫
と
い

う
現
象
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

以
後
も
西
欧
社
会
で
は
何
度
も
流
行
し
て
い

る
が
、
最
大
の
被
害
は
十
四
世
紀
に
発
生
し
た

ペ
ス
ト
の
流
行
で
あ
る
。
十
四
世
紀
前
半
に
中

国
で
流
行
し
て
い
た
疫
病
を
モ
ン
ゴ
ル
の
軍
隊

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
侵
攻
し
て
き
た
と
き
に
も
た

ら
し
た
と
さ
れ
、
当
時
、
五
〇
〇
〇
万
人
程
度

で
あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
口
の
四
割
か
ら
六

割
が
死
亡
し
、
そ
の
影
響
に
よ
り
各
地
で
反
乱

が
発
生
し
た
た
め
、
こ
の
時
期
は
暗
黒
時
代
と

名
付
け
ら
れ
て
い
る
（
図
１
）。

そ
れ
以
外
に
も
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
大

量
の
死
亡
で
衰
退
し
た
国
家
は
い
く
つ
も
存
在

す
る
。
ロ
ー
マ
帝
国
の
東
西
の
分
裂
に
よ
っ
て

誕
生
し
た
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
は
六
世
紀
に
ペ
ス
ト

が
流
行
し
て
国
力
が
衰
退
し
、
中
国
の
巨
大
な

帝
国
で
あ
っ
た
明
朝
も
ペ
ス
ト
で
衰
退
、
後
継

の
清
朝
も
コ
レ
ラ
の
蔓
延
で
衰
退
し
、
一
九
一

二
年
に
滅
亡
し
た
。
日
清
戦
争
で
大
陸
に
侵
攻

し
た
日
本
の
軍
隊
で
は
戦
死
以
上
の
人
数
が
コ

レ
ラ
で
病
死
し
て
い
る
。

二
十
世
紀
に
な
っ
て
最
大
の
流
行
は
ス
ペ
イ

ン
風
邪
で
あ
る
。
現
在
の
言
葉
で
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
中
部
で
最
初
に

流
行
、
感
染
し
た
兵
士
が
第
一
次
世
界
大
戦
支

援
の
た
め
渡
欧
し
、
窮
屈
な
塹
壕
に
密
集
し
て

い
た
た
め
に
一
気
に
拡
散
し
た
（
図
２
）。
当

時
の
世
界
人
口
の
五
％
に
相
当
す
る
約
一
億
人

が
死
亡
し
た
と
推
定
さ
れ
、
日
本
で
も
四
〇
万

人
以
上
が
死
亡
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

大
戦
で
戦
死
し
た
人
数
を
上
回
っ
て
い
た
。

そ
れ
以
後
も
二
十
世
紀
に
は
世
界
規
模
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
二
度
発
生
し
て
い
る
。
一
九

五
七
年
の
ア
ジ
ア
風
邪
で
は
死
者
が
約
一
〇
〇

万
人
、
一
九
六
八
年
の
香
港
風
邪
で
は
五
〇
万

人
程
度
が
死
亡
し
て
い
る
。
そ
し
て
二
十
一
世

紀
に
な
っ
て
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、

二
〇
一
二
年
に
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
が
発
生
、
そ
し
て
今

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
疫
病
が
発
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生
し
た
。
時
代
と
と
も
に
頻
度
が
増
加
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。

疫
病
の
蔓
延
は
文
明
の
発
展
が
原
因

第
一
は
人
口
が
増
加
し
、
人
々
が
密
集
し
て

生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ペ
ロ

ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
が
発
生
し
て
い
た
紀
元
前
五
世

紀
に
は
地
球
の
人
口
は
約
一
億
人
、
十
四
世
紀

に
ペ
ス
ト
が
流
行
し
た
時
代
は
四
億
五
〇
〇
〇

万
人
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
流
行
し
た
二
十
世
紀

前
半
は
一
八
億
人
、
ア
ジ
ア
風
邪
の
時
期
は
二

八
億
人
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
七
八
億
人
で
あ

り
、
人
口
密
度
は
急
増
し
て
い
る
か
ら
、
伝
染

も
短
期
で
急
速
に
拡
大
し
て
い
く
。

第
二
は
移
動
人
数
が
増
加
、
移
動
速
度
も
高

速
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
国
際

観
光
客
数
は
一
九
五
〇
年
の
三
〇
万
人
か
ら
二

〇
一
八
年
に
は
一
四
億
人
に
増
加
し
て
い
る

（
図
３
）。
検
疫
の
英
語
の
カ
ラ
ン
テ
ィ
ン
は
四

十
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ
は
十
四
世
紀
の
ペ
ス

ト
の
流
行
時
代
に
、
船
舶
を
港
外
に
四
十
日
間

停
泊
さ
せ
、
乗
客
・
乗
員
に
発
病
が
な
い
か
を

検
査
し
た
名
残
で
あ
る
。
し
か
し
空
路
が
登
場

し
た
現
在
、
四
十
日
間
の
拘
束
は
で
き
な
い
。

第
三
は
人
間
が
未
踏
の
空
間
に
進
出
し
、
未

知
の
病
気
に
遭
遇
し
た
こ
と
で
あ
る
。
十
五
世

紀
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
艦
隊
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
に

到
達
し
て
以
後
、
中
央
ア
メ
リ
カ
で
は
先
住
民

族
が
六
十
年
間
で
六
〇
〇
万
人
か
ら
一
〇
〇
万

人
に
減
少
し
て
い
る
。
船
員
が
先
住
民
族
に
は

未
知
の
病
気
で
あ
っ
た
天
然
痘
の
ウ
イ
ル
ス
を

感
染
さ
せ
た
結
果
で
あ
る
。
反
対
に
西
欧
に
は

未
知
の
病
気
で
あ
る
梅
毒
が
も
た
ら
さ
れ
、
約

五
〇
〇
万
人
が
死
亡
し
て
い
る
（
図
４
）。

第
四
は
地
球
環
境
の
変
化
で
あ
る
。
二
〇
一

四
年
に
東
京
の
公
園
で
デ
ン
グ
熱
に
感
染
し
た

人
間
が
出
現
し
た
。
気
候
が
温
暖
に
な
っ
た
た

め
、
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
が
越
冬
可
能
に
な
っ
た

結
果
で
あ
る
。
現
在
、
憂
慮
さ
れ
て
い
る
の
は

気
温
上
昇
に
よ
っ
て
永
久
凍
土
が
融
解
し
、
そ

こ
に
凍
結
さ
れ
て
い
た
マ
ン
モ
ス
な
ど
の
死
骸

が
浮
上
、
付
着
し
て
い
た
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
が

出
現
し
、
広
範
に
拡
散
し
て
新
規
の
疫
病
を
蔓

延
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
（
図
５
）。

第
五
は
人
工
ウ
イ
ル
ス
の
漏
洩
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
の
一
部
に
は
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
「
中
国
ウ
イ
ル
ス
」「
武
漢
ウ
イ
ル
ス
」

と
名
付
け
る
べ
き
と
い
う
主
張
が
あ
る
。
中
国

の
武
漢
に
あ
る
ウ
イ
ル
ス
研
究
施
設
で
改
造
さ

れ
た
ウ
イ
ル
ス
が
漏
洩
し
た
疑
惑
が
あ
る
と
い

う
理
由
で
あ
る
。
映
画
『
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
』

を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
主
張
で
あ
る
が
、
多
数

の
先
進
諸
国
は
細
菌
戦
争
の
研
究
を
し
て
い
る
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か
ら
空
想
と
も
い
え
な
い
。

変
化
す
る
姿
勢
が
最
大
に
重
要

地
球
の
歴
史
は
四
十
六
億
年
で
あ
る
が
、
そ

れ
か
ら
八
億
年
後
に
は
生
物
が
出
現
し
、
ウ
イ

ル
ス
も
誕
生
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
ウ
イ
ル
ス

が
動
物
に
侵
入
し
た
の
は
化
石
な
ど
で
証
拠
が

存
在
し
て
い
る
も
の
で
約
八
千
万
年
前
と
さ
れ

て
い
る
。
人
類
の
最
古
の
祖
先
の
猿
人
の
登
場

が
四
百
万
年
前
程
度
で
あ
る
か
ら
、
ウ
イ
ル
ス

に
比
較
す
れ
ば
人
類
は
地
球
の
新
参
生
物
で
あ

る
。
人
類
は
誕
生
し
た
と
き
か
ら
ウ
イ
ル
ス
と

関
係
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

人
間
が
発
見
し
て
分
類
し
、
名
前
を
付
与
し

た
生
物
は
二
百
万
種
弱
で
あ
る
が
、
深
海
を
探

査
す
る
と
次
々
と
新
種
の
生
物
が
発
見
さ
れ
る

よ
う
に
、
未
知
の
生
物
は
多
数
存
在
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
知
見
か
ら
類
推
す
る
と
地
球
に
は
数

千
万
種
の
生
物
が
生
存
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
生
物
の
特
徴
は
変
化
と
多
様
で
あ
る
。
人

類
も
猿
人
、
原
人
、
獣
人
、
新
人
と
変
化
し
て

き
た
よ
う
に
、
ウ
イ
ル
ス
も
新
型
と
名
付
け
ら

れ
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る

そ
の
膨
大
な
種
類
の
生
物
は
相
互
に
複
雑
に

関
係
し
て
生
命
圏
域
を
形
成
し
て
い
る
。
一
例

は
食
物
連
鎖
で
、
水
中
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

を
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
エ
サ
と
し
、
そ
れ
を

小
魚
、
大
魚
の
順
番
で
エ
サ
と
し
て
い
く
連
鎖

が
成
立
し
て
い
る
。
動
物
の
排
出
す
る
炭
酸
ガ

ス
は
植
物
が
吸
収
し
て
炭
酸
同
化
作
用
に
よ
っ

て
炭
素
は
自
分
の
成
長
に
利
用
し
、
酸
素
を
放

出
し
て
動
物
に
提
供
す
る
。
す
な
わ
ち
無
用
な

生
物
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

人
間
の
世
界
に
限
定
し
て
も
変
化
と
多
様
は

重
要
で
あ
る
。
明
治
時
代
以
来
、
文
明
開
化
を

目
指
し
て
日
本
は
西
欧
文
化
を
導
入
し
て
き
た

が
、
維
持
し
て
き
た
文
化
も
多
数
あ
る
。
住
居

の
内
外
で
履
物
を
交
換
す
る
習
慣
、
シ
ャ
ワ
ー

で
は
な
く
入
浴
す
る
習
慣
、
握
手
や
抱
擁
で
は

な
く
お
辞
儀
で
挨
拶
す
る
習
慣
な
ど
は
百
五
十

年
が
経
過
し
た
現
在
も
維
持
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
多
様
な
文
化
が
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
に
役

立
っ
て
い
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
。

人
間
が
至
高
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
キ
リ
ス

ト
教
的
概
念
を
打
破
し
、
生
物
は
進
化
す
る
と

い
う
理
論
を
提
唱
し
た
Ｃ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は

「
最
強
の
生
物
が
存
続
す
る
の
で
も
な
く
、
最

賢
の
生
物
が
存
続
す
る
の
で
も
な
く
、
唯
一
、

存
続
で
き
る
の
は
変
化
に
対
応
で
き
る
生
物
で

あ
る
」
と
喝
破
し
て
い
る
（
図
６
）。
今
回
の

コ
ロ
ナ
騒
動
の
鎮
静
は
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
よ
っ
て
自
身
、
社
会
が
変
化
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
こ
そ
人
間
の
最
大
の
役
割
で
あ
る
。


